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1続サウジアラビア紀行⑧1

Waむ

S辮&w1班

小村幸二郎

A幽S脇帥必へ⑳蜜⑳旅

J幽幽hからおよそ85脳血北方の及紘警瞼蔓滋搬漢

でいつもはδ目はかりかがって章を走らせ蔦の鶯秘

今賢牲軽飛行機をかっての空の旅だ(第五〇棚)

朝5時半にホテルを出ないと聞に合わないの愁淋翌

極のんぴりしているお国柄なのでそんなに朝早くから

働いているのは空港勤務の連中か警察官くらいのものだ曲

だからタクシｰをつかまえることは金く不可能に近い.

禺頃仲良くしているタクシｰの運転手のサイｰドに

噸朝餐時20分に赤テルヘ来でく杣と頼んではおい

花がけイｰブ器イムシ並アラｰ(汰虻多分ね)Jと

いう彼の返事の通り本署樽来てくれるかどうかぱ分か

ったものむ布ない.

年前餐時起床δ時2⑪分に添テノレの玄関へ樹てみると

昨簿の約東紀違わずサイｰド秘ニコ黒コ顔で侍りてい

る晴賢頃1は帯膚やんち却なところが登るこの大男は

時には借りてき花猫のよ引こおとなしくなる一風変っ

た勇だ.それにしても今朝のご気嫌のよさはどうだ

浪曲家のような声で鼻嗅を歌いながらせっ世と荷物を

車に積みこみはじめた.

5時半にホテルを出て空港へ車を走らせた.ゆった

刈Aψ出

体を自に主翼と尾翼をを真赤慰塗り花霧人桑の五番機

は労ずダから来ている塙パイ溜ット晦由甑灘紀操

縦されて沸いランプを明滅慈童な湯池襲把明げ慧蔭

ぬ東の空へ消克ていりた(篤王07図)｡

私記ちが乗る黛番機は6人乗のD出揃峰納跳a概

である沸今灘は野菜や果実なさを大量に積載する都

食上後部シ岬トの一つをはずしてある由蟻時簑紛紀

パイ漠ットの貫践が姿を見せ花串頑健そ資溶体躯⑳涛

主であるこの男は螢一資ヅパでも最も詩情あふるる騒

に育った人に似ず空の雷族とでもい簑のだろうか時

女急降下したり機体をゆさぶっ花りして楽しむ悪癖の

持主だ､

叩納

養妻悪燃理珪

第106図Jedd出からAshSムa両口出

への飛行コｰス

鉱物資源局の飛行機を操縦するよ勢績なりてからもう

2度ばかり事故を趨ごしてはい肋婁悪運か強いのか

彼の赤血タイ姿を屍たことはない､ご賢いう人聞を

｢憎まれっ不世紀はばかるコ出い尊んだる効婁大著敵

を趨ζきず仮りぽ寮散を趨ζし花をしても自分貞鼻梯

大したケガを負わないとごるをみると寮散⑳趨ζ篶労

欝醐図加湿出空港と調査飽の間を連騰禰ぷ鉱物費源局の専用機デハビタンド･ビｰパ}�
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?がうまいのかもしれない.やがて,荷物の積載を

完了し整備員の手を借りて整備工場から雅行機を押

出した後で搭乗した昔

エンジンの調子は至極良く竜ルｰ発で始動した飛行

機はゆっくりと前進して簑番滑走路の南端に機首を

北へ向けて待機した｡この時間紀発着する飛行機は

鉱物資源局の専用機以外紀はないので所定の位置に着

いて間もなく管制擦からの指令で黒ンジンを全開し

て発遺する畠きず秘単発の軽兼行機溶けのことはある

わずが蜘狐ばかり滑走してふわりと離陸した｡

拙脇から刈W紬裏ではもう何回も飛んでいるの

でこれから遂購間半の飛行は睡気をもよ為すほどに退

屈である.

は2年000室大の徴物船凄隻が停泊している｡この町の

波止揚から屍た港は結構広冷としていて大型船のす

れちがいも墾極容錫なようにみえるがここも例に洩れ

ず爾渚には珊瑚礁か広く張り出している(第108図)

のでそれは不可能らしい由この町の上空を過ぎて間

もなく機貰を指定のN22W紀向ける里風が強くなり

機体が東の方へどんどん流されはじめた､この町の

すぐ東側には海抜夏｡8エ狙のJ北a1胎d醜をはじめ

狛脳脱出1畑滅加など高い山々ポ北北酉一繭南

東方向紀峯を連ねているので油断するとたいへん花尽

いくら操縦秘下等芯としてもこれらの遠山に電剛ζ機

体をぶつげるへ蜜をやるはずはないしまだ仮りにそ

のような危険秘員前記遺った場合にはH氏が季を貸して

くれるごとは分りきっているの芯がつい緊張して肩

にカが入り操縦緯を握る手にはぐっしょりと汗が紀し

み出る･凄るで酔っぱらいが千鳥足で舞いているよう

にジグザグ紘飛びながらも何んとか飛行コｰスからそ

れほどはずれずに北北酉へ向かっているうちに間もな一

く気流の状態もよくなり緊張力海くれた頃H氏が

､何かを屍つげ花らしく突然紀｢左へ旋回｣といった.

水準儀を紀らみながら機体を左へ4ぴ傾けて大きく旋

回する一中冷良い調子胤眼下には比高王00㎜ばか

りの丘がゆるやかぽうねっている由彼は愛用の日本製

ノ､一フサイズのカメラを取出してシャッタｰを切り

rO･kJといった機体を水軍に戻して進行方向紀肉

けゼ付?｣と聞くと｢大した物じゃないJという返

事が返ってきたこれまでもう嫌という程章や飛行

機でこの付近奮通っている私はその被写体が野獣

を見張るため紀ベドウィンが丘の頂に石を積み重ねて造

った望楼のようなものであることを十分に承知した上

で彼紀質問してみたのだが彼はそれが何であるのかを

矢口らなかったらしい抽

Y獺b泌纂正脇h夏を過ぎておよそ1時間の後には緊

篤鵬鰯y繊磁級臨澁村逝樽醐翻磯

響灘釣積側薯滋脇(轟い綴鳶嶋積)1嚢紗濃でその他の灰色

彩鶴分は雛帝釣瑚瑚磯嬢飽め驚い灘分美嚢簸顯愈･たまり�
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張感から解放されて肩のカも抜け操縦紀もようやく馴

れて眼下に展望される地質構造を読み登るゆ&りが出

てきた.U雌L曲の町に近い砂漠の上空を内心得

意になって今にも口僚でも吹書そうな庭い気持で飛ん

でいた私は突然顔から血の気がなく松り全身鐵チ

コチになるほどの緊張感ぽ潟そわれた｡機体躯突然

ガタガタギシギシと音を立てて揺れはじめ東の方へ

流春れながら時序スｰッと奈落の底へ引き込漢れる

よう紀落ちてゆく.夏を過ぎればこの付近には砂嵐秘

ないことを十分すぎるほど知ってほいても突然紀超こ

る気流の変化は決して気持の良いものではない岳漢し

てM至舶1餐臨stA三池蝸の旅客機秘鋤名の客と?名

の乗員を乗せてダノサン空港に着陸する直節砂嵐にあ

おられてアラビア湾に墜落し花ことを知りている溶けに

その締さは格別だ.隣の席では雑誌のグ多ビアを屍て

いたH民カ至緊張しきった私の横顔をチラッチラッと見

なからニヤ島ヤ集っている.

このような悪気流は局部的紀発生するの淀ろうかま

ごまごしているうちに機体の揺れはビタヅと血漢り

プ灘ペラの単調な音たけ秘再び耳をつくよう紀なった.

はじめて経験することでもそれに別れるということは全

く大切で操縦樺をわずかに引いて機体を上げながら所

定のコｰスに戻す蜜でにそれほどの時閥を繋しなかった.

やれやれだ.隣の大将はそれを屍てウインクしな

粧ら｢gOOd｣とほめてくれた.

Um脆jjを過ぎて給油地の拙Wa泌町か遠くぽか

すんで見える頃操縦棒を貫践の方へ渓し花､私記と

っては生蜜れてはじめてのこの空の旅は結構繭自かっ

た.交通信号があるわけではないし棲た貿本の空

のように四六時中各種の飛行機がぶんぶん飛び漢わり

ているわけではなしまったく快適だ.これでは自

家用ジェット機を自分で操縦して副操縦臓の夫人と共に

ゴルフ大会冷場へ臨むアｰノルド1パｰ亨一ならずとも

勤る著名な占師によれば昭和50年の胃本は不景気の

大波に篤そわれるということ芯.中古の小型飛行機な

らば現在でも200万円位で買えるということ花からそ

のうち地質家の帝紀も貞家用機を買いこんで調査地近

くまで一飛ひとし卒れこむ人が出規しないとも限らない抽

そういう時期がもしやってき花ならばあるいは私なだ

も学会費の納入に悩むことも学会費滞納のために除

名されることもなくなるかもしれない.�
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唯たヤルナ刈と思った瞬間テントを見た彼は

冒頃の悪癬を丸出し紀してぐ一っと機首を下げ比高

30搬ぱかりの丘と虚をの閥に滋ぴ立つテントをなめるよ

うに商から北へ趨低空で飛び泰っ花白

帝ヤンプで待機し1てい花違申は不意の轟昔ぽさぞ驚天

し花の芯るうA銑跳鮒醐hのオァシスの上空をゆる

やがに旋回ずる飛行機の窓越しに彼響淋一斉に飛び出

し繊塵を巻き上げる亨ンド彩一バｰをかりて着陸地点

へ急行する光景が等に敢る皮う紀蒐走る由操縦士のに

カ雲り切唱花顔もようやくほころびた讐やれやれだ,

鴛タ其タ榮いな秘ら雑誌のグヲビアを屍ているかと恩

うと不意に等を出して私ぽ托した操縦樟を前後に動

かしては機体を上下にゆさぶったり機体をほとんど墾

直遊く濠で僚けて急旋鰯したり雅行串に黒ンジンを停

止窓せたり時紀は頭上すれすれに飛んで待機している

鏑醐鰯簸災

竃嵩鼓鰯総瀞アン渓

人濠を横転させてはケタケタ笑ったり曲技飛行まがい

しいくら水秘豊富にあり多くの井戸那あるとほいっ

ても必要量の水を禽分勝手に汲み取ることは出来ない.

人間の生死の鍵をな蕎水弗戸のようなものはあく凄で

も国の所有に帰するらしくここで水を汲む施め熔私

たち1まD沁笈のプリンス(第王工2図)がら使用許可証を貰

った.

ントはその砂地の上に立てられた.

遂月を過ぎると容赦なく照りつげ萄太陽の強い光と

第王工餐鰯も紬箆繊繊鰍菰浄アシ渓ゆ鑑幾

秀アシスで滅響蕪寧爽雫捌簑み蔭勅鳶ぷ簑1ζ水跨が設

1亨ら舵てセ唱忽と勇墳曽㌔�
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る時刻なのできっと異変が起こったの芯｡パジャマ

姿のま凄表へ出てみると左手で右腕を押えだ人夫を抱

きかかえるよう紀して人夫遠がこちらへやってくる佃

けンタ･アムルト･イジ(何をしたんだ)?｣

｢アガラブ(サソリ)｣

その男の宥腕を見ると赤黒い肌の一部に出来たて

のヤケドがみえる皿サソリに瑚秦れた直後に麻急処

置として火のついた木片を押しつけてヤケドをつくった

のだ.

第豆王奮蟹D鶯㎏⑳為較讃を尋鋲鐘些鑓籍

蜜康夜る体鋸がいかにも繊総繋と㌧父の澱構愛剃北仙喝

ない,異常起こりうるこうした事故に対するこの程度

の知識をもゆておくことは決して損ではない､

思いがけない事故淋発生して睡夢から慈めだせいか

再びベッドにもぐりごむ気にもなれずねむい員をこす

りながら作業服紀着換えて朝食を待つこと終なりた｡

長い閥キャンプ生活を送りているを凄りたくいるんなご

とがめる｡思いがけない壌件か突発的紀起こるかと思

えば取るに居り哀い些細なことか原因で人夫遠の間で

いさかいが起こることもあり思わず吹出さずにはいら

れないようなζとも起こる,しかし自分の本業の方

は'人並の探究心を失っ'てはいないと確信してはいるも

ののどうしても単調さから脱け胴せないことが多い.

A出S脇醐沁区域紀は簸長約魯㎞走幅約蟻⑪0狐の

はんいに層状鉄鉱床秘断続的に露出している(欝脳

図)｡草木が生えているわけではないし一望チ聖地

質や鉱床の状況がは岱きり見克るもけだ.それ化けに

鶴ユエ曇灘A談跳置櫛砥の奔命ンプ風鍛

前方の丘陵地帯が燭状鉄鉱床の鰯祥匿滋であ蕎

矛ソトは産か島繁者踊1食堂兼食級貯蔵用･調理場隷籔ッ

ク踊岳人夫周1運転手周錯者用の繁ソトの左手削ζ並禰て

いる例凄ナツメヤシの繋で鰯ん枢水浴蟻�
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ゴマカシがきかない.草木か茂り露出が著しく少な

い地域の調査を行なう場合たをえば岩脈を地質図上

に表現する際には多くの場合薫ミズか短柵のよ勇な

形に面かれるものだか露出王⑪◎%近いこの園鷲はそう

はいかない｡幅霧狐前後の岩脈赫数亙脈繊も続くかと

思えば延長細すか数泌の岩脈も少なくない､断層か

丸尾えなら摺曲も丸見吏芯｡従って多塞くご裏か肴

うなんて考えはほとんど通用しない.それだけに結構

骨が折れるというものだ白ふだんは午前7時準から8

時噴キャンプを出て調査を行い午後2時頃熔帰着する

の比較的涼しい蒔閥を見計って調査に精贈すことが少な

くない.

あくまでも青い大空の下東には則搬山脈の前縁

を形造る淡いオレンジ亀の花鰯岩の峻険淋迫資酉の彼

方にはこの大地とアフリカ大駿とを分つ紺碧の紅海が広

がる｡そしてこの両煮にはき凄れた幅6友mばかり

の昆陵地帯には黒海とレ化鉄鉱床が大小糠冷の形で断続

し翁を埋めた白砂を丘を切るピンク亀の岩脈と然色ど

聾を添克てい乱丘の一合ぽボッシあ屍える大きな砂

丘は細かい砂粒が風紀運ばれて積り紀積りて出来たも

の想が何故そ蔓にしかないのだる参(第蝸図).砂

丘の表面紀波打つ風痕と小窓な生物の雇跡添可愛くそし

て業くしい(鶏1焔図)昔砂漠はやば資生きている⑳だ.

ζ嚢し花景観の串で今資もたった1人で幾つもの

昼を越免な鳶帖目没逓く漢で調査に精出した簑死の

世界を想勅せるよ蚤な静寂の申紀並った時自然の余り

の偉大凄に働かを考え養せられるかと恩免は丘の頂を

鳴らし砂を捲凄上げる突風に思わず不気味さを覚えさ

せらるるのも淀ったエ人で歩いている時想自

第五蝸織繊鶴麟縦織鞠磯註)一触

倣て準潟状愛滋洛て珪喝

砂藻の艦勧(麓彩羅を嚇分を紗澄の串腹に点在する黒い部分)

は氷録の濠欄液く紬でのような砂丘にも生魚ていてそ

の姥禽勿樽怒く嚢し妻数凄葵嚢ぎと見せつける

夜の窒秘燃え大書な太陽がゆっくりと紅海に沈む頃

丘のふもをぱ暗くそして頂はオレンジ色に快走冷い風

秘レのび窃欄て来る甘皮ジャンパｰを着てはいても暑

さを変り花く感篶ない位に気温がぐ一つと下った畠今

貝⑳作業はこれで終り芯､

夕食後間もなくベドウィンの若者カ鴨をはずませて

私淀ちのキャンプヘやゆてき恋自ついぞ見掛かけない

顔湖ミお茶を飲み組立寄ったにしては様子が変化昔来

た目的を質問するあ咄滋ばかり離れた場所で野営の準

備をしていた折仲間の1人が邪魔な大きな霜を押転

がそうとしたとたんに右尋をその下でトク浜を巻いて

いた砂漠蟻に咬みつかれたので車でDub豪の病院蛮で

送って欲しいJ&頼んだ｡かつて秘が行を共にした人

夫の1人がコカコｰラのビンの割れ口で右手のひらをざ

っくり切った時すかさず砂を傷口に擦りこんで1週

間ばかりで完治し花ことがあったがいかに日頃荒療治

ぽ馴れているベドウィンをはい免竣に咬みつかれては

そう簡単悠は治らない｡この種の蟻に咬蜜れた場合普

通の人ならば2時間もその凄蜜放置すると死ぬ可能性茄

第至玉弩鰯紗澄の譲鰍蓬み蔭叙蕃塗物の恩麟

ご⑳響鄭ζみ島派る線状の模様は小鳥の簸跡左下に丸くみ

交るも酬凄蒐の屡跡

蹴ζ獄繁ソ蔓や蟻か遣った跡がみられることもある�
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病院へ行くことになっね占いうζと想､

この事件カ茎起こってから蟻週間ばかり過ぎた頃ケガ

人と同行したベドウィンが仔羊をエ頭つれてひょっ

こり私達のキャンプヘや吻で来だ｡陽焼し花彼は

㌘ケガ人は眺baの病院へ急行して孚砦を受けたのか

よかったらしくJ出dahの病院で五沸月ばかり治療を

すれば完治するそうですJとにこやか悠語っ花苗目

頃銃を使う彼等にとっては腕の切断を免れ花曇いうこ

とは私達の想像以上の喜こびにちがいない.本当によ

かった(第醐図)｡

何世紀憾も杓たって文明社会から遠ざかって生きてき

たこの国はは秘められたものが余り紀も多い咀胃塞

ぐるじく変貌する現代社会の片隅で骨肉相食紗噌わし

い事件が繰り返されていることはまるで日常茶飯事の

ようにさえ私たちの脳裏に強く焼きつげられているま

うな感むを受けるが人間対人間のいさかいがきわめて

少ないこの国で生命にかかわるい窒かいが起ζると異

常なまでの恐ろしささ先覚える｡

潭紀は目分には牙という対立感情はアラブの先天性

のよ簑なものだということを知ってはいてもいざそう

いう事態が起ζるとその環境添きわめて平和であるだ

け億一層の恐怖心をそそる皿

1967年2月下街のこを祀った｡調査もそろそろ終り

に近い目の夜10時瞬五台の自動車が私だちのテント

の前に急ブレｰキの鋭い背&共に停り3人の鍔が

険悪な顔付でテントヘ入りてきた｡このキャンプか

らおよそ?0脇上流へ遡っ花所に齢るWad1Sa榊嚇沿

のキャンプからきた違申澄｡人夫や運転写も集漢り

騒冷しい中で会話がはじ凄った.

ザどうし花ん芯?j

にの若春をすぐ如dd置hへ掃慈秘いとぺ芦ウインに殺奏れ

るJ

ザ何故灼

り隼前にこの着脅淡友達を一緒ぽべけインのテント紀並寄

りテントの空とお茶を飲ん仰沈折些細なζあから鯖緒が

はに漢蔓友達秘その主を誤欄て苑な妓てし裏鶯花｡舵ん

怒濁の焚親秘裏跨聞ばかり前記双簸磁慧醐護紬鴛の弗泳ンプ

ヘ来て今晩は泊るのでもしこの若者秘その父親にみつか鶯

たらきりあ殺される｣

｢お前が殺し花のでなけれは大文夫だ.今晩ここに泊まれば

殺奏叔鳶こをはないJ

㌘駄員です｡J蟹搬出へ掃らせて下さいJ

㌘D沁忍まで逃げても駄酬岬｣

ザ駄簿です3

この若者は恐るしさ1軸ナワナをふる克その顔から

は血の気恥朱せている白遂紀意を決篶て調査周ジｰ

プにζの著者螢渥強の人爽を乗せ小麦食料を遂埋竈⑰◎蘭

(60ジアｰル)を持花督て間もな笑燭錐血へ出発慈世

た山その直後W塾搬S獅概油から来た車の運転手と

人夫に㌘今晩はその式ドウインを十分虹兇張りて事故

を起こさせないよう不寝番をおぬ些飾むてキャン

プヘ帰じた占このこを派ありてから邊漂後ぬ双紬

S鮒awinのキ帝ンプを完全に撤収し花違榊泌繊跳紗

m舶込のギャンプヘ到着し何撃も趨芯らなかっ花芯と

が判鶯た｡彼等の請ではそのベドウィンはかな資老

台芯りた〃巧こと花から､騒予の仇を膏帖なぜとい多

ことはすでに念頭になかったのかもしれない齪それに

第n7図2D幽譲の背後⑳澄愛瀦蔵す澄花鰯幾(籔)を登幻炎婁ζ鯵葛

吉㍉棚瑚礁(篶)

欝夏至?鰯お瓢潮ζ磁矛義人黛絢餐､e⑪奪人の腕滋⑳鮒

等飾の弗剤凄トル瓢鱒代1ζ造鐵派肋資薦経絢4m

氷繭嚢で⑳潔慈縫絢㌢搬祭彰慈�
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してもまことにぶっそうな所である.

果汁らし書ものは護り花くないしP記する部分は硬い

繊維ばかりだし唯廿いだけがとりえだ｡その甘さの

ンプに着く｡海抜580孤峻しい山々に抱かれて広が

る平原の一淘淋五年半にわたる私蓬の調査の基地の一つ

となりた(窮工孤図)｡

則繊山脈の最高峯でありまた狼の巣として知ら

れる如b簑工醐肪鵯h(黛葦350泌)(篤122図)は近いこのキ

ャンプは村里から遠く離れているので付近にテント

を構えるベドウィン以外紀は訪ずれる人は殆んどない.

Sh地梯遠くに姿を現わす(第1王9図).

青い蜜紀突慧潮慈るようなた液ず襲いを見せるζの山

は一ぎは員立鶯て架しく眼を韓う紀十分花か漢る

で鉾を連ねたようなその頂と{飢はそれ紀挑むすべての

ものを強く拒みつづげているようだ.

ダムの林を過ぎると谷は一度蛇行して再び東へ

一直線にのびている､これから先は蕨層谷として知

られたW亀dia工Aτ只沁(第120図)芯{{兎の谷'事あ名付

けられたζの谷恋は名のごあく野生の菊や鳩紀似た

鳥が多くここを旅する人濠の猟銃の音か芯だまするこ

と淋稀ではない｡道はなく砂あ大慧な励裏ごろごろ

している乾書切吻花谷底を煮海崖紀揺られなからおよそ

70㎏を走り抜は黛暗闇後はW象滋臨蝸曲のキャ

ゆるやかぽうねる平原のやや小高くなった所に位置す

るこのキャンプは前ぶれもなく突然に襲って来る豪雨

ったく不可能なのだ.Tabukの町カミ位置するNψ高

原は海抜王,000㎜前後でありそしてこの高原の西縁

を短距離で結ぶ重要路線がない現在の嚢まいつまでも放

置されることはなかろう塙そしてもしもそのような

道路カ聴設されるとすれば地形的にみてもまだ経

済開発の面からみても丁婁b疵からW拙Sa椛winを

綾南してD曲星に至る経路が考えられそうである.

Wad1S纂棚的地域を中心とするサウジアラビア北

酉部の慶大な鉄鉱床カレ躍して脚光を浴びるのほある

いはこの遠路の建設と機を一ぽするかもしれない一

難鵬図瀞泌滋鉦鶯幽幻鰯労で繊簸櫛怒ベド汐イン

左側の諸人は簸至淡鍛堺決戦幾蒔に溝綴し淀丁.魁櫛一

レンスと鐘ゆ淀芯を嚢嚇澄を議櫛板

宥側の男が酬ζしている似重看作簑のバイブ

鱗灘灘≡鱗鰯'

一.嚢

第鵬鰯ドふの泳菅)後刺こ簸峨義花鰯幾の出3沁誰夏及出sh銚i答

か蔭の娩翻凄絢?導蔓燃で勘蕊�
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海抜580㎜のこのキャンプ地はJe池bや棚W紬

にくらべれば澄度カ§艦いのでしのぎやすくはあ肋茎

それだけに寒暖の差がほげしく冬季は｡℃を下回るこ

とが珍しくない.キャンプでは結構暑くても山の中

腹に登ると風は冷抱くなり頂上近くでは寒さを感じる

ようにさえなる.まったく厄介なところだ百

いつものことながら高原の早朝は実に気持淋よい由

冷んやりと澄み切った空気を胸一杯に吸って今員も一属

がはじまる.･午前7時ぽ朝食をとり8時前後ぽ調査に

出かける.測量瑳の変人は緑亀のジｰプをかって

キャンプの背後に広がる砂漠を越えて測鐙基点の海敏

高度を決めるために紅海へ淘かい他の至人は真紋の

中型トラックに乗って調査地域東端部付近に測点を設

定するために出発した.地質班はキャンプから約6

k跳はなれたW拙S搬1◎o1登で車を降り海抜1,000

㎜比高370㎜山腹の傾斜20～40朝の山の頂上を目ざし

て調査にかかった.

同行の人夫2人はマツタｰラと呼ばれる氷袋と試料袋

を持って後に続く.巨大な岩塊淋今にも崩れ落ちそう

に積重っている崖錐を一歩一歩注意深く登って行く

わげだ淋先頭の者か誤ってこの砦塊を夏個でも転

落させたら最後後続者全員即死の惨劇が起りかねない相

手足をがげるべ慧岩塊の安定性を一つ一つ確かめるよう

にして登って行くこの行程は2跨間ばかりの緊張の連

続の後にようやく終った.しかし頂上は蜜だ遠く

私達の挑戦を拒むかのように天に突きささってい叡

崖錐の最上部はっと､慾ついたそζは車を降りた場

所からわずか肥｡皿の高さにすぎない｡

ここから頂上までの山腹の優斜は30融以上で所冷オｰ

バｰノ･シグしており登るだけでも楽ではないのに地

質鉱床調査を目的とする登頂たけ紀一層骨秘折れる.

時には商売遣呉のカメラや図板やハン亨一義え郭魔に

なり投げ捨てたくもなる淋そうするζ&もならず

欝至鰍鰯蕨鰯翁をして鋤蔭叙義猟鑑繊誠紬塾忘

慧馳こ稔棚従答の蟻繍働の状嬢湯雌ばい球銃秘愁繊液ζを

愛添す

もしも手をかけた砦が崩れるか漢花は足元の岩が瑚

れ落ちでもしたら身体は刃物のように鋭くとがった

岩禽で打ちく潜かれずたずた悠切りさいなまれながら

谷底漢で一気紀転秘り落ちて行く終ち淡いない.頂上

を慈わめなければ自分の鍵飾を果たすことか出来ない責

任感と転落の恐怖とで緊張ししりか肚踏凄免だ足

がガクガクとふる乏るのを秘襲んしなか轡注鴬深く石

を叩き頂土を貿ざして必死の努力を続ける山このよ

うな作業は休賞を除いて少なくをも一賢一圃は行な

われる唖五2時鋤分ようやく花どり蒲:いた頂上1は畏養

10血祭り幅3滋ばかりの平らな部分をもつ花げでそ

れに続く尾根は糖の穂先のよう紀尖っていた(第螂図)抽

深く克ぐられたW拙S紛(鰍滋図)を通りて紐海

から吹寄せてくる風はこの鋭い山頂をならし私達の

第121鰯護獅嚢裏芸畿搬嚇籏の勢匁シク由鳳擬

徴方9滴い{は如も籔豆泌ち舷蟹血(象総㈱)遼の等飾の黒

い山は銀鉱床

欝王猟畷も澱露磁畿禰嚇鷲⑳寿命シダ

農期闘の寿命シダ1ζ傭象て簿菜農嚢搾喋ている人夫�
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欝漉鰯螂搬出燃の簸鵜醸どは嚢恕鍍の凝どは鋤蝪鵬如滅

泌ら滋鹸(婁苛鍬臓)と慾の大網蟹撃漱の鰭亀翻は施漁ン

列鴻の猛度鐙成崇類で汰滅く花鰯勧1躯滅醐叔

臆籔k蜜形成している答から頂上澄での娩薦は繍至,㈱触

疲れ果てた釧ζ一時の安らぎを与えてくれたヨしかし

荒涼とした四迦の景観詮そそ夢立つ山康はこれからの

調査活動ぽ精力的に挺身するであるう秘達熔名状し難

い串慈と苗し葱を強いずははおかないかのように大き

く立ちはだかっていた人影はなく山の峯冷をなら

す冷たい鳳は止みそうもない.

夜翼けの厳寒に耐免属中の酷暑の串で自然の曹びし

書紀挑む属冷を送る自分を屍つめる時薔しさの後のこ

の鉦餐な安らぎ⑳一時は蒔ばは葬情な蜜で綻冷酷な自

然のな妊る業あの静かな対決の時でありその征服悠策

をめぐらす跨でもあ蕃.大きく吐書出された紫煙は

瞬時にして姿を消し淀､

小休止の後私達は尾根伝いに調査をはじめたが立

上ってから間もなく瓢は打ひし淋れ液ような気涛ちぽ

なったそこにはζの山は登りは浪めてから頂上に

たどりつくまでの疲労と恐怖心をを蜜蕃であざ笑雪よう

に所冷紀乾き切っ花羊の糞があり一部ぽは黒省とし

花焚火の跡カミ歴然と残されていた阜ベドウインそれ

も羊を連れて餌を求めて歩くことが女性の仕事であれ

第鵬灘珊墜滋畿榊嚇箆鰹鉱康の一翻

畷翼の斜猪上幾翻淋餓鉱廉でこの締紛の爆慈はむじるうず

りブ奪蕩養

ぱ裾をひきずる真黒のアバヤを纏った女性に違いない｡

ζの山の頂紀は一本の草さえ生えていないので何を目

的にべ汽ウインの女性がここまで登ってきたのかは分か

らない咀秘はそういうことを詮策する繭にきびし

い禽然条件の申で強く生き抜く人々のたくましい生命カ

を強く感じた｡

登りかきつければ蓄っいほど山を降りるのはむずか

しへ頂上付近を調査した後私ははじめてζの国

へ楽淀同僚霧人と人夫を山頂に残して下降ルｰトを探

す恕めぽ反対斜颪を降りはじめた.頂上からおよそ

王00狐金紳経を等麦昆に索中して降り立ったそこぽは

幅15蛾ぱかりの鉄鉱層が商さ20ぬ余りの絶壁を造って

兼庸にも私の行手を律ばんでい花｡絶対絶命しか

し私はあきらめなかった岳その切り並りた崖のフチに

幅40cmばかりの廊下のようにはり出した部分を見出し

た私ほそこを降りよ雪と試みた茄強風に災いされて

進むことカ拙来ない.止むを得ず腹這いはなって少し

づっ身体をずらしかけたがやはり風で身体カ童もち上

げられそうになって先へ進めず遂にこのルｰトを降

りることを断念せざるを得なかった岳止むを碍ず山頂

へ戻り同僚と共に尾根沿いに大迂回して反対側の

俗へ降り花のだ沸その時にはすでに作業終了時刻

を過ぎていた｡霧時40分紀キャンプ紀帰着したポ測量

班はま溶帰っていない自｢仕事の区切りか悪くてきっ

と残業しているのだろう｣と思いながら3時まで待った

がいささか心配になりパン辞ビスケット囲ジュｰス

を持って迎えに行くことにした.

勢ヤンプからユ0k峨ばかりの地点で故障で立往生し

ている赤いトヲックを屍つけ全員を収容してキャンプ

ヘ戻った他の王班は裏だ帰っていないのでその昆

で砂漠を越克て紅海への遺を危どった.砂漠を一

気に走資抜は花闘岩の山を越克キャンプから2弧m

籍脳鰯蹄護滋畿棚嚇鴛の岬)顕上か島概籔滋警覆鉦蜜篇る

尊翼嘩爽の籍い翻分;凌鹸鉱廉側こ鳳灸義小削'丘は商晶傲

笥)激射機鉱勧を奮む花簡岩よ､り姑�
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離れた谷で目ざすジｰプを発見した｡バンとジ狐一ス

を早速与えズ故障?｣と聞くを｢予定以上の距離を走

っ花だめにガソリンがなくなったJという退寮が返鶯て

きた･作業時間刺㍍うしたこ1とが起っ花揚合一麻

運転剥こ文句をつけるところ怒が時刻か蹄刻怒げ終そ

れはまずいので労をねぎらうだけで終りだ｡

乗っていった車から早速ガソリンを抜いて給油しや

れキャンプに戻れると安心した瞬間人夫が夏人見りな

いのに気恥ついた.聞くと等ヤンプヘ救援を求めに

出発してからもう30分以上も過ぎているという｡じか

し変だ.紐海とキャンプを結ぶいつものルｰトを走っ

てきた私の車は途帝人影を蜜ったく兇なかった.

とかく近道し花がる連中のことだからその人夫がこの

ルｰトをほずれた近道を行っ花ことを予想したがとは

かく来花道を引返すことにした.

キ中ンプヘ展ってみると案の足その人夫は帰っていな

い.水も食物も持たずに疲れきっ化身体で今頃は

キャンプヘ肉かりて必死熔歩きつずけているのだろう

可哀相に.それか腕0分はばりの間車で定資山の

頂上へ登り谷間を歩いたかみつからない由そして

キャンプ近くまで引返しまつ恋く別のルｰトに入りて

から潟よそ蝸分後に2㎞ばかり前方終人影を発屍し

全速力で車をとばした.夢遊病者のよう健定漢らない

足元で休もうとも世ず歩き続ける27才の人爽A繍滅

AbalA1-A努izであるζとを確認し車から飛び降り

て｢大丈夫か?｣と肩を抱くとこの著者は㌘アナ･タ

ｰバン(私は疲れました)｣とカ無げに云りて倒れそうに

なった.鉱物資源局の中でほ最優秀の折紙付のこの若

い人夫がこれ憾と裏でに疲れた姿を何回も彼と行動を

共にした私は一度も兇たことがない.疲れ果てたこの

若者の肩を抱いている中につい賢頭淋じ一んをして

不覚陪も涙があふれてきた.

車に入り水を一口飲ん花きり私が差出じ花パンに

もう亙0時間余りご馳走を黒の前にじ空腹をか裏んじて

私の帰りを待っていてくれた同僚の忍耐は壌団生清を

営む者として鉦るいは当然のことかもしれないが人熔

よっては中崎出来ないこをで彫る曲それ悠してもこ

の目の昼食の雪蛮さほ今も魯れられない皿しかし出

来ることならぱこのう漢書を震度と醸わい危くないも

の芯目

悲しい出来嚢

中国忙断生存蘇州佳在杭州食春広州死在柳州｣

とい簑古い諺沸ある凸ゼ生れるなら蘇州僅轡なら杭

州食べ物は広州臨終の地としては柳州J秘一番想あ

い一多慧とらしい｡もりともいろんな意曝で挙国一致

を躰楽観在のこの中国でこの諺がその凄漢通用するか

否かについては私の釣るところでほない､しかし

ズ京の着倒れ大阪の食い倒汕という諺か世相の大

きな変せんをよそ繕古くから窺在まで的を得て生きつ

づけているとこるをみると世界でもっとも古い歴史を

もつこの大圏がいか随変貌を遂げようともこの諺がま

ったく意味を衆簑ほど紀変夢果てている登は思免ない｡

こうした中国の諺は廼季折冷に麗花を映かぜ作物

を豊か縫実らせる肥沃な平野と山水⑳桑紀恵凄航花国土

第1滋鰯猟盤磁纂榊鮒至鴛の寿努ンダ

ガメラを筒げるを緊誰㍍繊

数し濠篶激滋ず舵花べ拝察イン

け蜜し稔

繁嚇鰯鰍簸遥1A灘鰍黒⑳上滅で屍り1派ハイ猛ナ幻穴この穴は書

い坑道で獄ないしどうしてご燃ぷ餐1ζ爽嚢匁流ができたのか

よく分ら榊'�
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?～8年前漢ではアラブ暦のエ朋熔メッカとメジナ

詣での巡礼は来る他国のイスラム教徒の申ははメ災カ

を員前にしてその遣串で苑に絶え花曹秘少なくなかっ

たあいう.そうした人膚の多くは老鯛にあるいは病魔

に蝕ばまれた身に鞭うって果てしない砂漠を衰え花

足でメッカを目ざして旅を続けたにち淡いない｡聞く

ところによればそうした人海の刺こは苑を員前はし

て一歩でもメッ削ご近ずくことに喜こぴを感じて薄

いずるようにして先へ遺んだ人もあったということでお

る古1963年夏私ははじめてのサウジアラビア行を

目前にしてメッカ詣での途中で死に絶え花人達の洋ク

功童砂漠にこるがりている写真を屍て戦懐を覚えた｡

現在の世の中ぽしかも死脅の身を清め白布で包み

丁重に土葬する習慣をもつアラブの土地で何故この

ようなζとか公然と起るの怒るうか｡私はその写真を

見つめな秘らいるいると思い巡らせはしたが適娑な答

克を屍出す芯おが蝸来なかった.今のサウジアラビア

でこうしたζあ添みられないことを思えばにれも御

時世芯Jを考えなげれぱならないのかもしれないヰ

欝倣鰯盛砂翻こ鱗鳶鐙爾

いつも絃刺舵しく繁い機を屍せる狙樹底銑跳紬

は雨蟹と議禰の穣…ζ鰯さ扱で兇えない

に生意でいる人の多くは大金を投じ長い員数を費や

して聖地への巡礼に集塞る人海を屍て異和感を抱くご

&怒る欠ヘルメットをかぶりゲバ棒を手はして暴れ

る学生の一人は恨にとって両親か死んだことは&ても

嬉しいJと語ったか少なくともこのような人種には

イスラム教徒の存在と生活態度はあり得べからざるも

のとして批判軽蔑されるかもしれない.しかしも

しもこのような人ポ水もなく人影もまったく見えない

大砂漠の刺ζ放り出養れたとしたら体力の続くかぎり

噴いた宋に彼は何を思いどうするだろう｡

この蒲冷しい大地ぽ生きる人海の真の姿を知ってもら･

う危めに私ばこζに幾つかの悲しい出来春を書か

柏ばならない･そのことを想い出す度に悲しみと怒

りとがこみあげて私を責める.

従ってラクダ1羊1ヤギの飼育によって生計を営なべ

κウインにとってはこれらの家畜の飼料となる植物を

割合いに得やすいこの隊域はほんの一時とはいえ格

好の生活の揚である｡彼等は昼も夜も暇をみては

近くぼキャンプしている私達の所へ遊びに来てお茶を

飲み時には夜の更けるのを忘れて話しこむこともあっ

た(第12δ図).

ベドウィンの生活の場は野生の動物にとっても生

きていくための生活の場となることが多くWadiSa一

欄嚇n付近もその例芥ではなかった.狼やノ㌔イエナ

添ラクダや革をねらって栃僅し空はは禿鷹が舞い鹿

梯跳びそしておそろしい毒蛇やサソリ鳶拙没する｡

WadiAy㎜naの上流地域の鉄鉱層を調査していた

折同行の人夫が花陶岩の騎崖の一部にノ･イエナの

鏑螂鰯δ融ζ傭羨て矛ソトの補強愛する人爽

矛γトの慶轟裏書ζ養撃慈=譲竈欄でカく凄)護妻入養=防ぐ�
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巣を見つけた(第126図)､ハイエナという動物は腐

肉だけを食い生きている動物を食い殺すことはないと

常費頃聞かされていたがごの人夫の請では銃を持っ

ていない人間に逢うと必ず跳びかかって喉に食いつき

N6jd高原地域では隼間修O名前後の人を食い殺している

ということだ.

何でも見てやろうという気持に勇気づけられて秘は

尻込みする人夫をうながしてその穴の入ρへ恐る恐る

近づいて行った.真昼間なのでその穴の奥にハイエナ

かひそんでいる可能性淋ありもしものことが彩っては

たいへんなので穴に近づくまでほ息を殺し麗音を

忍ばせることが肝心だ.亙1朝くばせしながら私達

は穴の入口へたどり着いた.人夫のアブダラは穴の

入q付近を単念に調べた上でノ'イエナが穴の奥に居な

いことを確信したらしい.人間は欲か出ると凄ことに

無鉄砲なことを考えるものだが私もその例に洩れず

人夫をうな耕し､右手に握りしめたノ㍉ンマｰを唯一の蔵

器紅してライタｰの灯りを頼りに穴の中へ入って行

った.穴の奥行は6㎜ばかりあり一番奥1ζほ灌木の

小枝や枯草が散らばって吐気を催ぼすような臭気がたち

こめていた.穴倉の主が不夜だったからよかったもの

のもしこの時大きなノ･イエナかひそんで居たら白昼の

決闘が崖の上で展開され悪くすれば今頃は三途の

州の酔りでイザナギ景気とやらで意を強くした渡し人

足と渡し賃のことでケンケンガクガクの大議論を戦わ

せていたかもしれない.

きびしい夏もようやく過ぎようとする王O月磐目のこと

だった.WadiS鮒榊玉皿の奥にテントを構えていた

ベドウィンは幼子をテント終残して男は薪を集めに

女は準を連れて餌を求め1こ出かけて行った咀そして

悲劇は彼等の留守の間に起こった

羊の灘と共に歩き襲われる程式畏していないペトウイ

だろうか.

こうした悲しい出来寮はいつどこで起こるか分らない.

第i鵬鰯N慧減蔦臓の鰯犠(棚藤籍繊艦灘)

簾鰯鰯彗℃鰍蟻灘鰍畑帥

と蹄繊鳩首い鵬幾の熱型的外観

砂漠地糊こ漱い禰湯船鳶を一馴び加へ撚態と熔簑禽

動箪は動きがとれ扱く匁義吉dいう繋榔ご艦遇し紀亀糠

てずのんぴリと乾くの暖締っ以州こ方激嚢泳い�
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なって起き出してしまった.

嬢申電燈の燃蟹頼妙熔隷労ン勢を一燭抄泌施秘別1蔓異

常蹴寧総い嚇醐畿鱒鱗傭瀞錐

恐錯体壷動秘慾夢あ移瀞淡爽麓鴬螂脈絡雛か鳶爆燃

爾繁澄激しい爾濠壷箆懇心鯛縫漆吻琢藷愁⑳秘含鰯は

舘葡簿鱒⑭潟新り頓後篇釧ザじて一撃緒移⑳補強怒鯖

氷⑳濠然塾防ぐ勉め熔精密出修瀞蹄'(籍獺禰)由

弗節霧跨瞭躯鰺堺愁爾も次鶏縫激杉く燕外調鐙茅篤≡

鋤の卿坤郷鮎賊義鑓村逝は察爾1驚蒐艦約勅瀞鴻

眺く噸濠柵汐純は確鵬慈篇花陶潜触

は護獺花く屍免ない｡爾秘降リ並滋の濠待岱怨調蟹縫

闘秘獄器矛窟懇溝傭をし花ものの一向憾降抄並む気鯛

繊瀞ミ串舘漱丑騎熔な唄懇ぷ夢無慈爾嚢は奉り蕗

蝶籔｣く強い陽藩肋瞭然※ブ壷照鰺じはにめ溌秘懇れ

湾鴻調餐熔膿秘獄懇も観銘記瀞く,⑳は遡時擬なので遂'

紀調餐を休滋慧鉦熔決め稔曲

､砂漠市はかな算強い爾か降勿疋も衣魚1蔓地帯紀梁擦

ζみ彩夢なも⑳想淋揚餓はつでは､一磁熔温水の流

勅熔潟潟杓拓る慧畿添勘鳶(錦至鯛團)硅しかし芯の

よ費な流海愁鍾く芯澄㌘漕い嚢簿閥位のものでその後

は禿の輸勲鴻び施餓濠熔,愁濠葛､

察爾⑳後慧～蓬灘閥億磁鞭駁鋤総お瞭ばれる衝い

花陶砦(篤工29図)地域や双字状の狭い谷が発達する地域

の調査は人夫達ぽ&って割合いぼ楽だ皿花陶岩の

ク浦ミの溜水や谷の一部紀湧蜜出る水は彼等にあって

は戯婁な飲料水となる&共にお祈りの膜前に身を潔め

るの紀都合がよい(等蜘図)｡

激しがつ花降雨の後テントの申で航空写真の判読に

精を出していた私は小休止の一時瓜しぶりに見た雨

と明賢の人夫の喜冷とした姿を想い浮べてこの雨を喜

こびそして感謝し液曲しかし私逮の寓ζびをよそに

双嚢磁s慧畷慧嚇蘂では悲劇が趣きていたの芯咀

この貫の朝W拙S榊納双の奥にテントを構えてい

たべ芦ウインの五人の婦人はいつもを褒らず夏0頭ば

かりの羊を連れて狭い谷を歩いていた｡分水嶺悠近

その谷は豪雨を壌めす慈蜜じい勢で流下するその濁

淑ま岩を噛み谷底を鰹めつくし花土砂と大礫を呑ん

鏑雲鋤鰯鰍磁菱跳臓坤概一郷ζ撰慈麟義泳愛鰍紗入爽亀

怨蓬はは徳蟻婦人を準もるをも獅流レ芯じ凄り花甜

い秘紀氷鑑か豊欝恐ある勇塾もい湯派水沸秘激篶かる二

う些も谷を撚な砦出隠悉の難澄灘ゆ鳶ζ畿は容場乎熱

櫛恕隠遼いない刮㍑叱繕隠録体蜜符ちく鶯かれな

淡ら濁流熔締し流慈槻て砺熔築て施慧の婦人以外紀

恩い愁畿鰺ない欝敏獺鶏塗磯薩擦の原顕を鋤藩脅獄屠な

い曲彼汝⑳褒夢果双施弼傑はは繍箏流芯懲穣す

る拳⑳砺僚あ共熔ぞ妙翌繁発鬼慈れ花､

昨冒のす慈婁じい水の流れを信じられないように今

目のその谷は焼けつくような強い光の下に乾き切っ

た素肌を見せている.死に絶え花革の亡骸は間もな

く禿鷹につつかれ肉をそがれて白骨と化すことだろ

う.私には何故に彼女が生命を奪われなげればなら

なかったのか分からない.抜けるよ引ζ晴れ上った

空の一点を見つめながら私はWadiSawawinの惨劇

とその縞末とを想い浮べていた.

羊を飼い育てることで生計を立てなければ生き難いベ

ドウインの女性だけに賢頃見馴れぬ濁流に為ののき逃

げまどう羊⑳灘を避難させる恕め紀奔走し身を守る心

のゆとり秘なかっ危のではなかろ雪か凸

死の植界を想わせる荒漠たる大砂漢の片隅でこうし

た寮件は突如として秘かに起こる.

わずらわしく目まぐるしい人閥杜会を避けて大自然

の意の蛮凄に生きるアラビアの自然児達は命ずるもの

カ蔓強いるこうした試練にあくまで耐えてより強くそし

てよりたく蜜しく成長していくのであろう.それにし

てもベドウインとは悲しいものだ.

(筆者は鉱床部)�




